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役
員
研
修
会

十
二
月
十
二
日
０
雨
晴
温
泉
に
於
い

て
、

定
例
の
理
事
会
と
役
員
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

（理
事
会
〉

０
平
成
十
年
度
の
補
正
予
算
と
市

へ
の

要
望
事
項
と
し
て

，
選
手
育
成
強
化
費
、

指
導
者
養
成
確

保
事
業
費
の
増
額

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
費
、

体
協
運
営

費
の
増
額

，
国
体
開
催
の
た
め
の
競
技
会
場
等
の

施
設
設
備
の
整
備
の
内
容
に
つ
い
て

審
議
す
る
。

０
平
成
十

一
年
の
主
な
事
業
内
容
に
つ

い
て
報
告
さ
れ
る
。

０
平
成
十

一
年
度
の
市
民
体
育
大
会
の

基
準
日
は
県
体
の
開
催
が
早
く
な
る

の
で
七
月
四
日
に
決
定
す
る
。

０
体
協
創
立
五
十
周
年
記
念
事
業
の
収

支
決
算
に
つ
い
て
、

総
経
費
七
百
十

二
万
九
千
六
六
八
円
と
報
告
さ
れ
る
。

０
体
協
極
楽
坂
研
修
セ
ン
タ
ー
の
平
成

九
年
度

（平
九

・
四
～

一
〇

・
三
）

の
事
業
、

決
算
報
告
、

並
び
に
平
成

十
年
度
の
事
業
計
画
、

予
算
に
つ
い

て
報
告
さ
れ
る
。

以
上
が
理
事
会
で
の
主
な
内
容
で
し

た
。

！一！一！一一！！や巾！一キ一一！・「！！！・！

（小

。
中

・
高
校
生
の
表
彰
〉

研
修
会
の
席
上
に
お
い
て
、

平
成
十

年
の
全
国
大
会
等
で
上
位
入
賞
を
果
た

し
た
、

小

・
中

・
高
校
生
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

◆
小

学

校

ｏ
定
塚
フ
ァ
イ
ア
ー
ズ

全
国
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

二
位

ｏ
中
川
　
朋
美

（木
津
小
五
年
）

第
十
四
回

全
国
小
学
校
陸
上
競
技
交
流
大
会

五
年
女
子
　
一
①
Ｏ

ｍ
走
　
一二
位

ｏ
林
　
こ
の
み

（国
吉
小
六
年
）

第
十

一
回

全
国
少
年
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
大
会

小
学
女
子
の
部
　
一ハ
位

◆
中

学

校

ｏ
竹
内
真
李

（芳
野
中
三
年
）

第
二
十
九
回
ジ
ュ
エ
ア

オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
陸
上
競
技
大
会

女
子
Ｃ
　
走
高
飛
び
　
一二
位

◆
高
等
学
校

ｏ
大
田
　
仲
介

（高
岡
第

一
高
二
年
）

第
二
十
二
回
国
民
体
育
大
会

レ
ス
リ
ン
グ
競
技

少
年
男
子
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
５２
ｋｇ

二
位

）

講
演

「
ス
ポ
ー
ツ
雑
感
」

講
師
　
吉向
同
商
業
高
等
学
校
長

山
　
本
　
　
猛
ユ

氏

槍
投
げ
の

「
日
本

一
」
を
育
て
る
。

自
ら
の
体
験
を
通
し
、

具
体
的
な
指

導
法
で
高
校
三
冠
王
選
手
を
育
て
た
。

氏
は
、

栃
波
高
校
時
代
か
ら
槍
投
げ

を
は
じ
め
、

指
導
者
な
し
で
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
や
国
体
で
数
回
入
賞
し
た
。

東
京
教
育
大
学
卒
業
後
、

母
校
の
栃

波
高
校
に
奉
職
し
、

自
ら
の
指
導
法
を

あ
み
だ
し
、

山
本
久
男

（現
富
山
女
子

高
校
勤
務
）
と
い
う
日
本
代
表
選
手
を

育
て
た
。

指
導
法
の

一
つ
と
し
て
、

選
手
に
大

き
な
志
を
持
た
せ
、
「強
い
」
と
い
う
こ

と
と

「勝

つ
」
と
い
う
こ
と
と
は
異
な

る
と
い
う
理
合
の
も
と
に
指
導
し
、

ま

た
、

指
導
観
点
を
三
つ
あ
げ
、

働
槍
の
上
向
き
の
方
向
角
度

０
円
運
動
の
中
で
ま

っ
す
ぐ
投
げ
る
。

０
加
速
中
の
最
高
速
で
投
げ
る
。

練
習
の
量
と
し
て
は
ニ
カ
年
で
五
〇

〇
〇
本
投
げ
る
。

そ
れ
に
伴
い

「質
と

量
の
関
数
グ
ラ
フ
化
」
に
よ

っ
て
上
達

度
の
確
認
。

彼
の
記
録
は
高
校
の
時
代

６７

ｍ
２４
の
国
俸
新
記
録
、

日
本
選
手
権

）

四
回
出
場
の
中
で
７９

ｍ
５２
の
日
本
新
記

録
を
樹
立
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
身
近
な
指
導
法
が
参
加

者
全
員
に
深
く
感
銘
を
与
え
、

大
変
参

考
に
な

っ
た
。

鳩
ギ
拝芋
許

二
月
七
日
働
大
山
町
極
楽
坂
ス
キ
ー

場
に
お
い
て
、

小
学
生
か
ら

一
般
ま
で

選
手
百
十
三
名
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ

れ
た
。

今
回
は
佐
藤
孝
志
市
長
も
開
会
式
に

列
席
さ
れ
、

激
励
の
こ
と
ば
を
頂
き
選

手

・
役
員

一
同
感
激
し
た
よ
う
で
す
。

競
技
は
雪
の
質

・
量
と
も
恵
ま
れ
、

絶
好
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
中
で
力
強

い
競
技
が
展
開
さ
れ
た
。

どことむ



体 協 だ よ り 平成 |1年 2月

財
団
法
人
化
以
来
、

指

導
者
の
資
質
向
上
を
目
指

し
ス
ポ
ー
ツ
医
科
学
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
毎
年
開
催
し

て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
は
、

専
門
種
目
に
関
す
る
あ
ら

ゆ
る
知
識
と
経
験
に
裏
付

け
ら
れ
た
ト
レ
ー
エ
ン
グ

と
練
習
に
よ
り
、

優
れ
た

選
手
を
育
て
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

専
門
的
知
識
と

と
も
に
科
学
的
常
識
を
併
せ
持
ち
、

自
己
の
豊
富
な
経
験
を
も
と
に
、

氾

濫
す
る
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
情
報
を

正
し
く
理
解
し
、

有
用
で
あ
る
か
ど

う
か
を
判
断
し
、

選
手
に
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
能
力
が
要
求
さ
れ
ま
す
。

つ
ま
る
と
こ
ろ
、

指
導
者
は
人
間

と
い
う
も
の
を
も

っ
と
科
学
的
に
深

く
理
解
し
、

主
観
的
情
報

（勘
や
閃

き
）
と
客
観
的
情
報

（心
拍
数
や
動

作
解
析
の
利
用
）

の
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
指
導
に

当
た
る
こ
と
が
必

要
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

高
岡
市
ラ
イ
ア
ル
射
撃
協
会

ラ
イ
フ
ル
射
撃
協
会
の
設
立
は
、

昭
和
４８
年
９
月
に
市
内
の
空
気
銃
所

持
者
へ
呼
び
か
け
射
撃
の
普
及
と
、

組
織
の
拡
大
を
目！指
し
、

１５
名
で
発

足
し
た
。

初
め
て
の
大
会
を
富
山
県

警
察
学
校
の
射
撃
場
を
借
用
し
日
頃

の
腕
を
振
る
っ
た
。

同
年
１１
月
に
は
、

渡
辺
辰
男
会
長
の
も
と
、

理
事
長
（油

井
史
郎
）、
理
事
（八
箇
章
介
、

市
沢

隆
）
と
し
、

高
岡
市
体
育
協
会
に
加

盟
す
る
。

昭
和
４９
年
の
第
２７
回
市
体

よ
り
高
岡
市
民
体
育
大
会
ラ
イ
フ
ル

射
撃
競
技
大
会
を
実
施
す
る
。

数
名

の
若
手
会
員
の
入
会
も
あ
り
、

練
習

そ
し
て
、

県
外
大
会
へ
の
遠
征
に
も

熱
が
入
り
、

県
内
大
会
の
優
勝
は
も

と
よ
り
、

昭
和
５０
年
～
５５
年
ま
で
の

北
陸
三
県
総
合
体
員
大
会
で
は
幾
多

の
優
勝
、

そ
し
て
大
会
新
記
録
を

次
々
と
更
新
し
、

５３
年
～
５４
年
の
中

部
東
海
北
信
越
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
、

中

部
日
本
選
手
権
大
会
に
そ
れ
ぞ
れ
優

勝
し
、

さ
ら
に
５．
年
第
３‐
回
国
民
体

育
大
会
に
お
い
て
、

念
願
の
個
人
優

勝
を
も
成

し
、

同
年

の
県
内

ス

モ
ー
ル
ボ

ア
ラ
イ

フ

ル
選
手
権

に
お

い
て

も
、
１
位

～
３
位
を

勝
ち
取
り
、

高
岡
ラ
イ

フ
ル
射
撃

協
会
の
名
を
あ
げ
全
盛
期
で
あ

っ
た
。

昭
和
４５
年
４
月
に
は
、

県
公
安
委
員

会
よ
り
、

油
井
氏
、

八
箇
が
教
習
射
撃

指
導
員
の
指
定
を
受
け
、

ラ
イ
フ
ル
銃
、

空
気
銃
の
安
全
な
取
扱
い
、

正
し
い
射

撃
方
法
の
指
導
に
尽
力
し
、

又
各
種
大

会
開
催
に
必
要
な
、

本
部
公
認
、
、

地
方

公
認
審
判
員
資
格
も
そ
れ
ぞ
れ
取
得
し
、

今
日
に
至

っ
て
い
ま
す
。

一
方
、

射
撃
選
手
の
底
辺
拡
大
を
図

る
為
、

銃
所
持
許
可
を
必
要
と
せ
ず
、

安
全
で
老
若
男
女
を
開
わ
ず
楽
し
め
る

ビ
ー
ム
ラ
イ
ァ
ル

（光
線
）
銃
の
導
入

を
第
３８
回
市
外
よ
り
取
り
入
れ
努
力
し

て
い
ま
す
が
、

高
岡
市
内
に
射
場
が

な
く
、

市
民
の
日
に
ふ
れ
る
事
も
な

い
た
め
、

学
校
の
１
ク
ラ
ス
分
の
ス

ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
ビ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

５
射
座
程
度
の
射
場
が
出
来
る
の
で
、

設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。
　

　

．

二
〇
〇
〇
年
国
体
に
向
け
て
の
福

光
ラ
イ
フ
ル
射
撃
場
の
整
備
工
事
も

終
了
し
、

雪
解
け
を
待

っ
て
、

使
用
再

開
と
な
り
ヽ
又
二
〇
〇
〇
年
国
外
よ

り
初
参
加
と
な
る
、

バ
イ
ア
ス
ロ
ン

競
技
に
も
進
出
す
る
為
、

県
バ
イ
ア

ス
ロ
ン
違
盟
が
設
立
さ
れ
、

競
技
規

定
講
習
会
、

射
撃
指
導
に
と
、

県
、

市

ラ
イ
フ
ル
協
会
役
員

一
同
、

国
体
成

功
に

一
九
と
な

っ
て
い
る
昨
今
で
す
。
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田
他
！！困
宕
々
色
．田

眼
５
企
！韓
球
■
ム

●

珊
日
本
リ
ー
グ
初
制
覇

夕
カ
ギ
セ
イ
コ
ー

ソ！！！ブ
ト
テ
エ
ス
チ
ト
Ａ

フ

ェ
ア
リ
３
ス

★
設
立
に

つ
い
て

創
業
５０
周
年
を
経
過
し
、

新
た
に
創

業

一
〇
〇
年
に
向
け
ス
タ
ー
ト
し
た
当

時
、

富
山
県
知
事
が

「
日
本

一
の
ス
ポ

ー
ツ
立
県
づ
く
り
」
を
提
唱
さ
れ
た
。

当
社
も
社
員

の
健
康
増
進
、

意
識

の
高

揚
を
図
る
意
味
で
、

ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム

の
設
立
を
望
ん
で
い
た
。

高
岡
市
が
た
ま
た
ま
二
〇
〇
〇
年
回

体
の
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
の
会
場
に
決
定
し

た
こ
と
や
、

会
社
や
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
関

係
者

の
尽
力
に
よ
り
、

県
内
外
か
ら
実

績

の
あ
る
多
彩
な
選
手
を
揃
え
る
こ
と

が
出
来
、

平
成
５
年
３
月
３
日
に
剣
部

さ
れ
た
。

★

「
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ
」
に
つ
い
て

ソ
フ
ト
テ
エ
ス
を
も

っ
と
メ
ジ
ャ
ー

な
も

の
に
し
た

い
。

全
国
に
先
駆
け
、

将
来
を
見
据
え
た
新
し

い
考
え
で
チ
ー

ム
づ
く
り
を
し
て
、

富
山
県
を
ア
ピ
ー

ル
し
た

い
と

い
う
こ
と
で
、

全
国
で
は

初
め
て
マ
ス
コ
ッ
ト
ネ
ー
ム

「
フ
ェ
ア

リ
ー
ズ
」
と
名
付
け
ら
れ
た
。

★
そ
の
後
の
活
躍

昨
年
１０
月
よ
り
、

吉
本
貞
夫
新

の
も
と
、

卓
越
し
た
技
術
と
強
力
な
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
裏
地
主
将
と
、

プ
レ

ー
エ
ン
グ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
的
役
割
を
果

た
す
向
選
手
を
合
む
６
名
の
少
数
精
鋭

で
あ
る
。

昨
年
の
日
本
リ
ー
グ
で
は
、

悲
願
の

初
制
覇
を
遂
げ
た
。

戦
力
的
に
は
、

昨

年
全
日
本
ベ
ス
ト
８
の
大
将
チ
ー
ム
沼

崎

・
裏
地
組
を
始
め
、

全
日
本
社
会
人

３
位
の
副
将
チ
ー
ム
森
下

・
向
組
、

そ

し
て
伸
び
盛
り
の
玉
泉

・
浦
東
組
の
３

ペ
ア
で
あ
り
、

こ
の
こ
と
は
こ
れ
か
ら

の
自
信
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

冬
期
間
は
、

週
３
日
勤
務
時
間
後
の

筋
肉
ト
レ
ー
エ
ン
グ
を
中
心
に
、

幾
日

３
時
間
程
度
、

練
習
に
励
ん
で
い
る
。

今
春
よ
り
、

昨
年
度
の
イ
ン
タ
ー

ハ

イ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
ペ
ア
以
下
３
名
が
入

社
し
、
９
名
で
ス
タ
ー
ト
す
る
が
、

強

化
合
宿
、

強
化
遠
征
を
年
内
に
５
回
程

度
、

強
化
練
習
１５
回
程
度
実
施
し
、

国

体
優
勝
を
目
標
に
精
進
さ
れ
て
お
り
大

変
心
強
い
限
り
だ
。

こ

塩
谷
建
設
株
式
会
社

！≡
！子
柔
博
Ｗ
ｉ

★
設
立
と
歩
み

平
成
２
年
３
月
に
塩
谷
建
設
創
業
３５

周
年
を
記
念
し
て
、

会
社
敷
地
内
に
「
正

気
館
」
柔
道
場
が
建
設
さ
れ
る
。

同
時

に
全
日
本
実
業
団
入
賞
実
績
の
あ
る
男

子
柔
道
部
に
加
え

「
二
〇
〇
〇
年
と
や

ま
団
体
」
を
視
野
に
入
れ

『女
子
柔
道

部
』
が
創
部
さ
れ
た
。

当
時
は
、

県
の
女
子
柔
道
の
レ
ベ
ル

は
全
国
的
に
み
て
も
低
く
、

競
技
人
口

も
少
な
い
こ
と
か
ら
、

塩
谷
幸

一
会
長
、

塩
谷
雄

一
社
長
は
県
内
の
女
子
柔
道
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
底
辺
の
拡
大
を
図
る

た
め
、

女
子
柔
道
部
に
選
手
を
集
め
る

と
共
に
、

今
で
は
恒
例
と
な

っ
て
い
る

筑
波
大
学
を
は
じ
め
、

全
日
本
ク
ラ
ス

の
選
手
を
招

へ
い
し
、

強
化
練
習
会
を

毎
年
行
い
、

女
子
柔
道
選
手
の
育
成
に

努
め
て
い
る
。

成
績
に
お
い
て
は
、

創
部
以
来
数
々

の
全
国
大
会
で
好
成
績
を
収
め
て
い
る

が
、

中
で
も
去
る
１
月
福
岡
市
で
行
わ

れ
た
第
１６
回
福
岡
国
際
女
子
柔
道
選
手

権
大
会
で
、

佐
野
奈
津
子
選
手

（７０
ｋｇ

級
）
が
見
事
優
勝
し
、

日
本
代
表
と
し
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て
フ
ラ
ン
ス
国
際
柔
道
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
が
決
定
し
て
い
る
。

★
こ
れ
か
ら
の
取
り
組
み

関
束
や
関
西
方
面

へ
強
化
合
宿
な
ど

を
行
い
、

実
力
の
向
上
に
努
め
、

さ
ら

に
全
日
本
選
手
権
大
会
で
活
躍
し
た
２

名
の
加
入
に
よ
り
、

選
手
層
の
強
化
を

図
り
、

佐
野
選
手
を
中
心
に
全
日
本
実

業
団
の
優
勝
と
、

二
〇
〇
〇
年
と
や
ま

国
体
の
優
勝
を
日
指
し
て
い
る
。■プ

|‐鹸 る
第16回福岡国際女子柔道大会70kg級優勝 佐 野奈津子選手

手 |

第
１３
回
夏
季
大
会
に
参
加
し
て

高
岡
市
水
泳
協
会

副
（〓
長

金
谷
　
雅
弘

昭
和
三
十
二
年
に
大
学
を
卒
業
し

て
、
日
本
水
泳
連
盟
の
勧
奨
で
、

高

岡
市
に
あ
る
北
陸
軽
金
属
工
業
佛

（現
新
日
軽
）
に
入
社
し
ま
し
た
。

同
じ
年
富
山
県
に
は
、

関
係
者
の
努

力
に
よ
り
、

古
賀
学

（自
由
形

・
早

大
）
田
中
貢

（自
由
形

。
日
体
大
）

長
谷
景
治

（背
泳

・
早
大
）
塚
本
尋

務

（平
泳
・中
大
）
佐
藤
峯
子

（背
泳
・

天
理
大
）
木
村
安
晴

（飛
込

・
慶
大
）

宮
本
ま
さ
み

（飛
込

・
天
理
大
）
な
ど

中
央
の
大
学
で
活
躍
し
た
選
手
が
本
県

の
企
業
や
教
員
に
就
職
す
る
こ
と
に
な

り
、

国
体
上
位
入
賞
を
目
指
す
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

夏
季
国
体
の
メ
イ
ン
会
場
と
な

っ
た

県
営
高
岡
プ
ー
ル
は
５０

ｍ
コ
‐
ス
と
飛

込
プ
ー
ル
を
備
え
た
当
時
の
地
方
の
水

泳
施
設
と
し
て
は
大
変
泳
ぎ
や
す
く
立

派
な
プ
ー
ル
で
し
た
。

昭
和
二
十
年
か
ら
三
十
年
に
か
け
て

は
日
本
の
水
泳
の
競
技
レ
ベ
ル
は
米
国

と
共
に
世
界
の
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
り

国
民
の
競
泳
に
対
す
る
人
気
は
高
く
大

き
な
競
泳
大
会
に
は
多
く
の
観
客
が
集

ま
り
観
客
席
は
い
つ
も
満
員
と
な

っ
て

い
た
よ
う
で
す
。

高
岡
市
で
開
か
れ
る

国
体
に
は
ど
の
程
度
観
客
が
入
る
の
か

不
安
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
世
界
的
な

選
手
の
参
加
も
あ

っ
て
、

国
体
が
始
ま

っ
て
み
る
と
違
日
観
客
席
は
超
満
員
と

な
り
、

県
民
の
声
援
と
期
待
の
大
き
さ

が
選
手

一
人

一
人
に
伝
わ
り
県
代
表
選

手
団
の
士
気
を
高
め
た
よ
う
で
す
。

選

手
の

一
人
と
し
て
大
変
緊
張
し
た
こ
と

を
覚
え
て
お
り
ま
す
。

当
時
は
今
の
よ
う
な
室
内
プ
ー
ル

は
無
く
練
習
は
全
て
屋
外
プ
ト
ル
で

行

っ
て
お
り
、

夏
季
シ
ー
ズ
ン
の
短

い
北
陸
地
方
で
は
水
泳
の
練
習
は
充

分
に
で
き
ず
優
秀
な
選
手
が
な
か
な

か
育
た
な
い
よ
う
で
し
た
。

・こ
の
た

め
か
高
校
男
子
、

女
子
の
部
で
は
入

賞
で
き
な
か
っ
た
も
の
の
競
泳
実
業

団
の
部
で
は
、

一
一〇
Ｏ

ｍ
リ
レ
ー
（金

谷

・
長
谷

・
前
馬

・
古
賀
）
の
優
勝

を
始
め
５
種
目
で
入
賞
し
総
合
２
位

に
な
り
、

本
県
が
水
泳
総
合
６
位
入

賞
の
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

今
思
え
ば
富
山
県
で
国
体
の
本
泳

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
か
心
配
で
あ

っ
た
よ
う
で
す
が
、

大
会
運
営
も
う

ま
く
行
き
、

成
績
の
結
果
も
上
位
入

賞
が
果
た
さ
れ
、

成
功
裏
に
終
わ

っ

た
よ
う
で
す
。

二
巡
目
の
二
〇
〇
〇
年
と
や
ま
国

体
も
い
よ
い
よ
来
年
と
な
り
、

成
年

の
部
の
補
強
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

今
回
は
少
年
Ａ

・
Ｂ
の
部

（高
校
生

と
中
学
三
年
生
）
の
強
化
と
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
順
調
に
進
ん
で
相
当
数
の

入
賞
が
期
待
さ
れ
、

総
合
結
果
は
前

回
の
国
体
よ
り
上
位
に
行
ぐ
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。
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高
岡
市
立
伏
木
中
学
校

三
年

川

岸

愛

手

ミ
ニ
バ
ス
時
代

か
ら
古
府
ク
ラ
ブ

の
中
心
選
手
と
し

て
二
度
の
全
国
大

会
を
果
た
し
た
。

伏
木
中
で
も
県
の
有
力
選
手
と
し
て
注

目
さ
れ
、

平
成
九
、

十
年
度
の
二
年
連

続
県
中
学
選
手
権
優
勝
に
大
き
く
貢
献

し
た
。

ま
た
、

九
年
度
の
県
オ
ー
ル
ス

タ
ー
チ
ー
ム
の
主
将
と
し
て
全
国
大
会

で
も
活
躍
し
た
。

こ
れ
ま
で
着
実
に
バ
ス
ケ
ツ
ト
ボ
ー

ル
選
手
と
し
て
成
長
を
遂
げ
て
き
た
の

も
多
く
の
経
験
と
彼
女
の
努
力
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、

二
～
三
年
に

一
人
出
る

か
出
な
い
か
と
い
う
素
質
あ
る
選
手
で

あ
る
。

今
後
、

進
学
後
は
更
な
る
努
力
を
積

み
重
ね
、

二
①
Ｏ
Ｏ
年
富
山
国
体
の
少

年
女
子
の
主
力
と
し
て
活
躍
で
き
る
選

手
に
成
長
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

V

高
岡
市
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
協
会

高
岡
市
ア
ー
チ
エ
リ
ー
協
会
は
昭

和
四
十
七
年
に
民
営
の
二
上
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
レ
ン
ジ
が
開
設
さ
れ
た
の

を
機
に
組
織
さ
れ
、

昭
和
五
十

一
年

の
十
二
月
に
高
岡
市
体
育
協
会
に
加

盟
し
、

城
光
寺
山
麓
や
二
上
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
レ
ン
ジ
に
て
活
動
を
し
て

い
ま
す
。

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
競
技
は
９０

ｍ
．
７０

ｍ
．
５０

ｍ
．
３０

ｍ
の
各
距
離
の
的
を

そ
れ
ぞ
れ
三
十
六
射
撃
ち

（合
計
百

四
十
四
射
）
そ
の
合
計
点
数
で

一
次

選
考
を
行
い
、

二
次
選
考
で
は
７０

ｍ

で
十
二
射
の
競
射
を
以
て
勝
敗
を
決

定
し
ま
す
。

結
成
当
初
の
協
会
活
動
は
凄
ま
じ

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

昭
和
二
十

一
年
に
は
藤
本
勝
己
選
手
が
モ
ン
ト

リ
オ
ー
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
候
補
選
手

と
な
り
、

翌
年
に
は
野
村
武
選
手
が

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
入
り
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

平
成
元
年
に
は
、

二
〇
〇
〇
年
国

体
を
目
指
し
て
高
同
龍
谷
高
校
に

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。

以
後
毎
週
、

高
校
生
・社
会
人
を

中
心
に
指
導
を
行

っ
て
い
ま
す
。

昨
年

の
神
奈
川
国
外
で
は
藤
本
勝
己
選
手
が

率
い
る
成
年
男
子
が
団
体
競
技
部
門
で

八
位
入
賞
に
入
る
な
ど
、

着
実
に
実
力

を

つ
け
て
い
ま
す
。

一
方
、

指
導
審
判
員

の
養
成
に
も
力
を
注
ぎ
石
川
国
体
や
昨

年
の
熊
本
国
体
リ

ハ
ー
サ
ル
大
会
に
も
、

一
級
審
判
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

ア
ー
チ

ェ
リ
ー
は
他
の
ス
ポ
ー
ツ
に

は
類
を
見
な
い
従
常
者

・
障
害
者
を
間

わ
ず
に
実
力
さ
え
あ
れ
ば
世
界
大
会
に

出
場
出
来
る
真
摯
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

西
暦
二
〇
〇
〇
年
の
第
五
十
五
回
国

民
大
会
Ｆ
一Ｏ
①
Ｏ
年
と
や
ま
国
体
」

と
第
二
十
六
回
全
国
身
体
障
害
者
ス

ポ
ー
ツ
大
会

「き
ら
り
ん
ぴ
っ
く
富

山
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

当
協
会
は

「
二
〇
〇
〇
年
国
体
」

を
機
会
に
健
常
者

・
障
害
者
が
共
に

手
を
携
え
な
が
ら
こ
の
二
つ
の
大
会

を
成
功
さ
せ
、

二
十

一
世
紀
に
つ
な

が
る

「
心
に
残
る
ス
ポ
ー
ツ
」
を
残

す
よ
う
に
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

練
習
射
場
も
ま
ま
な
ら
な
い
マ
イ

ナ
ー
競
技
で
は
あ
り
ま
す
が
、

皆
様

の
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。
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ひ
ぎ
の
関
師
は
内
側
と
外
側
に
あ
る
側
副

靭
帯
と
ひ
ぎ
の
中
心
部
に
あ
り
、

後
か
ら
前

に
向
か
う
前
十
字
親
帯
、

前
か
ら
後
に
向
か

う
後
十
字
靭
帯
の
４
本
の
主
要
な
靱
帯
に
よ

り
前
後
左
右

の
安
定
性
を
保

っ
て
い
ま
す

（図
１
、
２
）
。

ス
ポ
ー
ツ
中
に
人
と
も
つ
れ

て
転
倒
し
た
り
、

ジ
ャ
ィ
ア
の
着
地
時
に
ね

じ
る
な
ど
し
て
、

こ
れ
ら
の
細
帯
を
痛
め
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。

ひ
ざ
の
ね
ん
ざ
と

い
わ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
も
、

靭
帯
を
痛

め
て
い
る
場
合
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。

け
が

の
程
度
に
よ
り
重
症
度
は
３
段
階
に
分
け
ら

れ
、

そ
れ
に
伴
い
治
療
方
法
も
変
わ

っ
て
き

ま
す
。

１
度

（軽
　
症
）
…
痛
み
は
あ
る
が
、

靭
帯

に
ゆ
る
み
の
な
い
も
の

２
度

（中
等
症
）
…
靱
帯
が
少
し
の
び
て
、

ゆ
る
ん
で
し
ま

っ
た
も

の

３
度

（重
　
症
）
…
靭
帯
が
完
全
に
き
れ
て

し
ま

っ
た
も

の

１
度
の
場
合
は
筒
単
な
サ
ポ
ー
タ
ー
程
度

の
固
定
で
も
よ
い
の
で
す
が
、
２
度
や
３
度

の
場
合
に
は

一
定
期
間
ギ
プ
ス
で
ひ
ざ
を
固

定
す
る
と
か
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
し

っ
か

り
し
た
装
具
を
つ
け
る
な
ど
の
治
療
が
必
要

と
な
り
ま
す
し
、

場
合
に
よ

っ
て
は
手
術
治

療
も
必
要
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
治
療
は

）

け
が
を
し
て
か
ら
、

で
き
る
だ
け
早
く
一行
わ

な
け
れ
ど
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
≡
も
Ｌ
も
及

置
し
て
し
ま

一″
た
場
合
に
ほ
触
帯
が
め
る
ん

だ
り
、

き
れ
た
ま
ま
に
な

っ
て
し
ま
う
た
め
、

将
来
に
わ
た
り
ひ
ざ
の
ぐ
ら
つ
き
が
残

っ
て

し
ま
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
も
と
も
と
正
常

で
あ

っ
た
半
月
板
や
骨
の
表
面
の
執
骨
に
も

異
常
が
で
て
き
て
し
ま

い
ま
す
，

こ
れ
ら
４

本
の
親
帯
の
け
が
の
う
ち
、
と
く
に
見
過
ご

さ
れ
や
す
い
の
が
、

ひ
ざ
の
中
を
走
る
前
十

字
靭
帯
の
損
傷
で
す
。

ス
キ
ー
、

バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
で
の
受
傷

が
多
く
、
も
と
も
と
体
の
や
わ
ら
か
い
人
、

筋
力
の
弱
い
女
性
に
受
傷
頻
度
が
高
い
よ
う

で
す
。

け
が
を
し
た
直
後
は
ひ
ぎ
に
血
液
が

た
ま
り
痛
み
が
あ
り
ま
す
が
、

血
液
を
抜
い

て
し
ま
う
と
意
外
に
痛
み
が
と
れ
て
し
ま
い
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
復
帰
で
き
る
こ
と
が
多
い
た

め
、

放
置
さ
れ
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
く
み

ら
れ
ま
す
。

Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
関
節
鏡
と
い
う
精
密

検
査
な
ど
を
行
わ
な
い
と
確
定
診
断
が
で
き

な
い
た
め
、　

一
層
こ
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
で

す
。

前
十
字
靭
帯
の
け
が
の
場
合
は
ほ
と
ん

ど
が
３
度
の
損
傷
で
手
術
治
療
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、

ひ
ざ
が
極
度
に
は
れ
た
り
、

血
液
が
た
ま
る
よ
う
な
状
態
が
あ

っ
た
な
ら

ば
早
い
時
期
に
精
密
検
査
を
う
け
る
べ
き
で

し
ょ
う
。

唯

一
の
予
防
手
段
と
し
て
は
、

極

岩

に
ひ
ぎ
を
内
田
に
入
れ
る
動
作
を
Ｌ
な

い

こ
と
で
す
．

す
な
わ
ち
足
光
を
固
定
し
た
ま

ま
ひ
ざ
を
内
側
に
入
れ
る
の
で
は
な
く
、　

つ

ま
先
を
軸
に
ひ
ざ
と
足
先
が
同
じ
向
き
に
な

る
よ
う
に
動
か
す
こ
と
が
大
切
で
す
。
日
頃

か
ら
こ
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

っ
て
練
習
し
て
み

て
下
さ

い
。

ひ
ざ
の
ど
の
靱
帯

の
け
が
で
あ

ろ
う
と
、

最
初
に
い
い
か
す
ん
に
処
理
し
て

し
ま

い
ま
す
と
選
手
生
命
に
影
響
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
十
分
心
し
て
対
処

し
て
く
だ
さ

い
。

内側側副靭帯
前十字靭帯

外側側副靭帯

外側半月板

図 1 左 ひざ正画像 図2側 画像

後十字靭帯
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卓
球
と
青
春

今
日
、

高
岡
市
の
卓
球
界
に
お
い
て

吉
田
善
盛
氏
の
名
は
不
動
で
あ
る
。

吉
田
氏
の
卓
球
歴
は
、

昭
和
１４
年
１

月
、

卓
球
の
名
門
名
電
校
の
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、

第
８
回
全
国
中
等
学
校
対
抗

卓
球
大
会

（東
郷
優
勝
旗
争
奪
戦
）
に

出
場
し
、

見
事
優
勝
す
る
。

同
年
３
月
、

卒
業
と
同
時
に
帰
郷
す

る
が
、

当
時
、

適
当
な
練
習
場
が
な
く
、

木
谷
　
繁
氏

（北
陸
選
手
権
保
持
者
）

の
紹
介
で
高
岡
高
等
商
業
学
校
に
お
い

て
練
習
を
重
ね
る
場
を
確
保
す
る
。

同
年
５
月
１４
日
、

木
谷
氏
の
推
薦
で

第
１３
回
北
陸
卓
球
選
手
権
大
会
に
初
出

場
す
る
が
、

参
加
者
１
２
０
名
の
強
豪

を
つ
ぎ
つ
ぎ
と
破
り
、

帰
郷
し
て
の
初

優
勝
を
遂
げ
る
。

同
年
６
月
に
高
岡
電
灯
株
式
会
社

（現
北
陸
電
力
▼
に
入
社
。

勤
務
の
傍

ら
市
内
の
各
中
等
学
校
や
富
山
の
卓
球

場
を
巡
り
、

優
秀
な
卓
球
選
手
を
育
成

す
る
。

中
で
も
旧
制
富
山
高
校
の
チ
ー

ム
は
、

昭
和
１５
年
７
月
の
全
国
高
校
卓

球
大
会

（京
都
帝
大
で
開
催
）
に
於
い

て
団
体

・
個
人
優
勝
に
導
く
。

ま
た
本
人
は
、

昭
和
１５
年
紀
元
二
千

六
百
年
奉
祝
第
１１
回
明
治
神
宮
国
民
体

育
大
会
に
出
場
す
る
。

昭
和
１７
年
２
月
召
集
を
受
け
、

中

国

・
佛
印

・
タ
イ

・
ビ
ル
マ
と
転
戦
、

２．
年
５
月
２３
日
に
復
員
す
る
。

２．
年
１０
月
６
日
、

第
１
回
国
民
体
育

大
会
富
山
県
予
選
（於
　
立
山
重
工
業
）

で
参
加
者
２
０
０
名
で
あ

っ
た
が
、

優

勝
し
、

国
体
代
表
と
な
る
。

２２
年
５
月
２５
日
、

不
二
越
工
業
高
校

を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
、

第
１
回
裏

日
本
卓
球
選
手
権
で
優
勝
す
る
。

当
時
は
、

卓
球
の
練
習
す
る
会
場
が

な
く
、

市
内
の
小
学
校

へ
北
陸
電
力
の

大
八
車
を
借
り
て
卓
球
台
を
運
ん
で
練

習
し
た
り
、

国
体
に
は
、

米
を
持
参
し

て
京
都
ま
で
１０
時
間
の
汽
車
に
揺
ら
れ

た
り
す
る
者
労
が
多
々
あ

っ
た
。

吉
田
氏
と
共
に
、

高
岡
市
卓
球
界
の

育
て
の
親
で
あ
る
木
谷
政
雄
氏
と
、

全

国
規
模
の
数
々
の
卓
球
大
会
を
、

本
県

や
本
市
で
の
開
催
を
誘
致
し
て
お
り
、

中
で
も
、

昭
和
２７
年
に
英
国
の
世
界
１

位
の
リ
ー
チ

・
バ
ー
ク
マ
ン
選
手
を
招

待
し
て
の
大
会
や
、

翌
舞
年
に
は
日
本

対
イ
ン
ド
の
卓
球
大
会
を
市
民
会
館
で

開
催
す
る
こ
と
に
尽
力
さ
れ
た
。

吉
田
氏
は
、

昭
和
１１
年
か
ら
平
成
１１

年
現
在
の
６３
有
余
年
に
わ
た
り
、

選
手

と
し
て
、

ま
た
指
導
者
と
し
て
卓
球
の

指
導
と
地
域
の
発
展
に
大
い
に
尽
く
さ

れ
る
と
共
に
、

現
在
も
地
域
の
お
世
話

や
小

・
中
学
生
を
対
象
に
、

卓
球
の
基

本
を
指
導
さ
れ
て
い
る
。一

）

〈
平
成
Ｈ
年
度
上
申
期
の

主
な
行
事
（
予
定
》

２
月
Ｗ
日
　
ス
ポ
ー
ツ
医
科
シ
ン
ポ
ジ

ュ
ー

ム

３
月
１９
日
　
加
盟
団
体
理
事
長
会

３
月
２６
日
　
常
務
理
事
会

・
理
事
会

４
月
２５
日
　
第
４５
回
前
田
杯
ソ
フ
ト
テ

エ
ス
大
会

（中
学
）

４
月
２９
日
　
第
４５
回
前
田
杯
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

（中
学
）

５
月
８
日
　
体
育
功
労
者
表
彰
式

・
評

議
員
会

７
月
４
日
　
第
５２
回
市
民
体
育
大
会

（基
準
日
）

７

月

３‐

日

～

８

月

２

日

県
民
体
育
大
会

９
月
２３
日
　
第

４５
回
前
田
杯

バ
レ
ー
ボ

ー

ル
大
会

（
一
般
）

１０
月
１０
日
　
第

４５
回
前
田
杯

ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
大
会

（
一
般
）

編

◆
集

◆
後

◆
記

国
体
開
催
を
明
年
に
控
え
、

市
民
の
国

体
へ
の
関
心
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

今

回
か
ら
は
、

特
集
と
し
て
、

国
体
に
向
け

て
頑
張
っ
て
い
る
本
市
関
係
の
企
業
チ
ー

ム
を
、

連
載
し
て
紹
介
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、

国
体
に
関
す
る
情
報
や

話
題
を
記
載
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご
提
案
が
あ

判
娘
包
柱
説
ド
空

し
ど
し

導
場
巧
埠

で
ぉ
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